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【序論】 
体幹の末梢神経ブロックは，開腹手術や腹腔鏡下手術術後の術後疼痛を改善する (De 
Oliveira et al ., 2014)ことが知れており，術後鎮痛の手段として日常的に行われている．体
幹の末梢神経ブロックには様々な方法があるが，超音波ガイド下両側腰方形筋ブロックも，
術後疼痛を改善する体幹の末梢神経ブロックの一つとして紹介された(Blanco et al ., 2015)．
今まで一般的に行われてきた超音波ガイド下腹横筋膜面ブロック側方アプローチと比較し
て，腰方形筋ブロックは感覚遮断の領域が広く，同じ単回投与でもブロックの持続時間が長
いとされている(Blanco et al ., 2016)．そのため，腰方形筋ブロックは超音波ガイド下腹横
筋膜面ブロック側方アプローチよりもより効果のある体幹末梢神経ブロックとして期待さ
れている．しかし，その効果については議論の余地がある．今回我々は，腰方形筋ブロック
後方アプローチが婦人科腹腔鏡下手術の術後疼痛を改善することにより，術後回復の質を
改善させると仮説を立てた．この研究の目的は，婦人科腹腔鏡下手術の術後回復の質および
術後疼痛における，腰方形筋ブロック後方アプローチの効果を検討することである． 
【方法】 
横浜市立大学附属病院で婦人科腹腔鏡手術を受ける成人女性患者を対象とした無作為化比
較試験を行った．患者を，腰方形筋ブロック後方アプローチを行う腰方形筋ブロック群と，
ブロックを行わないコントロール群の 2 群に無作為割り付けした．腰方形筋ブロック群で
は，全身麻酔導入後に超音波ガイド下両側腰方形筋ブロックを後方アプローチで行い，
0.25%レボブピバカインを 30ml ずつ(体重が 50kg 以下の患者では 25ml ずつ)投与した．両
群の患者において，術後はフェンタニルによる経静脈的自己調節鎮痛を行った．主要評価項
目とした術後回復の質は，多面的な評価をする尺度の一つで，術後患者の回復の質に関する
尺度である Quality of Recovery 40 (QoR-40) の日本語版(Tanaka et al ., 2011)を用いて評
価した．副次評価項目とした術後疼痛の評価は，視覚的アナログ尺度(visual analogue 
scale：VAS)および，術後 24 時間でのフェンタニルの累積投与量で行った． 
【結果】  
31 人の患者が腰方形筋ブロック群，29 人の患者がコントロール群に割り付けられた．術中
のレミフェンタニル投与量は，腰方形筋ブロック群で有意に少なかった．QoR-40 の中央値
(四分位範囲)は，腰方形筋ブロック群で 154 (133–168)，コントロール群で 158 (144–172)
であり，両群間で統計学的有意差はなかった(図 1)． 
 
術後の視覚的アナログ尺度の値およびフェンタニルの累積投与量も両群間で差は認めなか
った． 
 
【考察】 
今回の研究では，術前に行う単回投与の両側腰方形筋ブロック後方アプローチは術後回復
の質を改善しなかった．婦人科腹腔鏡手術術後患者における術後回復の質に対する体幹の
末梢神経ブロックの効果を調べた研究はいくつかあるが(De Oliveira et al ., 2011；Kane 
et al.,2012)，いずれも超音波ガイド下腹横筋膜面ブロック側方アプローチの効果を評価
したものである．腰方形筋ブロックは，超音波ガイド下腹横筋膜面ブロック側方アプローチ
よりもより鎮痛効果の高い体幹の末梢神経ブロックとして期待されていたが，今回の研究
では術後回復の質に関して有効性を示せなかった．また，今回の研究では，腰方形筋ブロッ
ク後方アプローチは術後疼痛の改善にも効果を示せなかった．体幹の末梢神経ブロックは
体性痛に効果があり，今回の研究では内臓痛の強いとされる(Choi et al ., 2016)全腹腔
鏡下子宮全摘術を受ける患者が半数以上であったために，腰方形筋ブロックでは十分な鎮
痛効果が認められなかった可能性がある．また，本研究では術後鎮痛を多用式鎮痛法で行っ
た．術後の鎮痛は，フェンタニルによる経静脈的自己調節鎮痛に加えて，必要に応じて鎮痛
補助薬の追加を行い，さらに腰方形筋ブロック群では腰方形筋ブロックも行った．フェンタ
ニルによる経静脈的自己調節鎮痛と鎮痛補助薬の追加のみでも，十分な鎮痛効果を発揮し
ている可能性もある．多様式鎮痛法で術後鎮痛を行ったことも，今回の研究で腰方形筋ブロ
ックが十分な鎮痛効果を示せなかった原因の一つかもしれない． 
 
【結語】 
 
単回投与の腰方形筋ブロック後方アプローチは，多様式鎮痛法で術後疼痛管理を行う婦人
科腹腔鏡下手術術後患者において，術後回復の質および術後疼痛を有意に改善しなかった． 
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